
岡山県交流・定住促進協働会議規約

（名称）

第１条 この会は、岡山県交流・定住促進協働会議（以下「協働会議」という。）と称す

る。

（目的）

第２条 県、市町村、民間団体等の協働により、交流・定住希望者への情報発信や受入体

制の整備を進め、本県における交流・定住人口の拡大を図ることを目的とする。

（活動）

第３条 協働会議は、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。

(1) 県内の交流・定住に係る情報の交換、共有及び発信

(2) 県内における交流・定住の受入体制の整備

(3) その他目的の達成のために必要な活動

（構成）

第４条 協働会議は、別表に掲げる者で構成する。

２ 構成員の属する組織又は団体には、協働会議の活動に関する連絡、調整等を担当する

窓口担当者を置く。

（役員）

第５条 協働会議に、会長１名、副会長３名を置く。

２ 会長は、協働会議を代表し、会務を総理する。副会長は、会長を補佐するものとし、

会長に事故ある時は、副会長の内１名が会長を代行する。

３ 会長は、岡山県県民生活部長の職にある者をもって充てる。

４ 副会長は、岡山県県民生活部地域活性化推進監の職にある者、市長会の会長の任にあ

る市の構成員及び社団法人岡山県宅地建物取引業協会事務局長の職にある者をもって充

てる。

（会議）

第６条 協働会議の会議は、会長が招集し、議長となる。

２ 会長は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

（幹事会）

第７条 協働会議に幹事会を置き、構成員の属する組織又は団体から推薦のあった者で構

成する。

２ 幹事会に、幹事長を置き、幹事会を総理する。幹事長は、副会長の内、岡山県県民生

活部地域活性化推進監の職にある者をもって充てる。

３ 幹事会は、幹事長が必要に応じて招集し、議長となる。

４ 幹事会は、協働会議の活動に必要な事項の協議及び連絡調整を行う。

５ 幹事長は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

６ 幹事会の運営について必要な事項は、会長が別に定める。

（推進チーム）

第８条 幹事会に、第３条の活動に関する特定事項の調査、研究及び施策立案等（以下、

「調査等という。」）行わせるため、課題別推進チーム（以下、「推進チーム」という。）

を置くことができる。

２ 推進チームは、調査等に関係する構成員の属する組織又は団体から推薦のあった者で

構成する。

３ 推進チームは、必要に応じ、幹事長が招集する。

４ 幹事長は、必要に応じ、推進チームに、調査等に関係する者を参加させることができ

る。



（事務局）

第９条 協働会議の事務を処理するため、岡山県県民生活部中山間・地域振興課内に事務

局を置く。

（その他）

第１０条 この規約に定めるもののほか、協働会議の運営について必要な事項は、会長が

別に定める。

附 則

この規約は、平成２０年７月１６日から施行する。

附 則

この規約の一部改正は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この規約の一部改正は、平成２５年２月２０日から施行する。




